
第４５回田川地区高校総体（秋季大会）  

卓球競技実施要項  

 

１ 主   催  田川地区高等学校体育連盟  

２ 後   援  鶴岡市教育委員会  鶴岡卓球協会  

３ 主   管  田川地区高体連卓球専門部  

４ 日   時  平成１７年９月１０日（土）８：４５  開  会式  

５ 会   場  藤島町民体育館  

６ 参加資格  大会基本要項に準じる。  

７ 競技種目  ①男女学校対抗  ②男女シングルス  

８ 競技規定  

（１）当年４月１日現在の日本卓球ルールと以下の規定による。  

  ア 引率責任者は、団体の場合校長の認める当該校の教員とする。個人の場合は校長  

   の認める学校の職員とする。  

   イ 学校対抗の監督は校長が認める指導者とし、それが外部指導者の場合は傷害・賠  

   償責任保険（スポーツ安全保険等）に必ず加入することを条件とする。  

        ４月に登録した外部指導者は、今大会には手続きなしで参加できる。また、地区  

   大会前に所定の手続きを済ませた場合に限り、４月登録の外部指導者の変更を認め  

   る。（別紙参照）  

    ウ   個人戦のアドバイザーは、当該校の監督・顧問・外部指導者・１，２年生の協会  

   登録選手に限る（３年生は認めない）。試合開始時に選手とともに競技場に入場す  

   るものとし、試合途中にコートを離れてもよいが、以後はそのコートに復帰できな  

   い。  

    エ   監督・顧問・外部指導者は、（財）日本卓球協会に監督またはコーチとして登録  

   し、交付された監督章をベンチに入る際につけること。  

    オ   選手は、（財）日本卓球協会発行のゼッケンに、選手名、都道府県名及び学校名  

   を３段に書き、背中につけること。  

    カ   団体戦は、対戦チーム双方からエントリー選手のうち１名を副審にあてる。  

    キ   個人戦は原則的に敗者審判制とする。  

    ク   部旗の掲示は、横２００㎝×縦１５０㎝以内のものを１校１枚とする。  

（２）日本卓球ルールの中で、特に留意すること。  

ア 平成１５年４月１日改正ルール（ペンホルダーラケットの裏面が白木のままでは

使用禁止）が適用される。  

イ 平成１７年９月１日改正ルールの正規のサービスついては正しく理解しておくこ

と。  

ウ 競技用ユニフォームは、（財）日本卓球協会公認マークの付いたものとする。  

エ 接着剤の使用は、指定された場所でのみ認める。  

 

 

 



９ 競 技 方 法 

 (1) 全種目１１本５ゲームスマッチのトーナメント方式とする。  

  (2) 学校対抗は４～６名の選手で構成し、１ダブルス・４シングルスの５試合３点先取法

とする。試合順序は下記のとおりとし、ダブルスに出場する２名の選手は、シングルスに

も重複して出場できるが、１番と２番に並んで出場することはできない。  

 (3) 外国籍選手は１試合につき１名が１度のみ（Ｓ・Ｄを問わず）出場できる。  

 試合順序    １    ２    ３    ４    ５   

 試合形式    Ｓ    Ｓ    Ｄ    Ｓ    Ｓ  

   Ｓ：シングルス  

   Ｄ：ダブルス  

 

10 使 用 球 ニッタク硬球４０ｍｍ（白）  

１ １  代 表 数 学校対抗  男子 ３校  女子 ２校  

       シングルス 男子１６名  女子１０名  

12 申込締切 学校一括地区高体連事務局まで（９月１日（木）１２：００締切）  

       庄内総合高校富樫宛FAX送信もお願いします。組み合わせ資料作成のため 

      に必要です。（FAX 0234-43-3786）  

13 顧問総会及び組合せ会議  

９月５日（月）１５：００～ 鶴岡北高校（予定）  

後日案内を送付します。  

14 県新人卓球大会の申込について  

       該当の学校は、参加料を添えて申込を行うこと。  

       ●申込先 庄内総合高校 富樫 ●締切 ９月２２日（木）１７：００  

15 そ の 他 顧問会議で相談します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


